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Abstract 
With increases in cancer survival rates, employment has become a topic of discussion among cancer patients. We conducted a 
quantitative text analysis of questions posted on a social Q&A website to explore these patients’ information needs, specifically 
regarding employment. We extracted 150 questions related to patients’ employment. The most frequently used word was “surgery,” 
followed by “hospitalization,” “anticancer drugs,” “company,” and “return to work.” The following groups were delineated in the co-
occurrence network: “periods of hospitalization or outpatient surgery,” “changes in physical strength and feelings due to side effects of 
anticancer drugs and the possibility of recurrence,” “communication about illness at work,” “consultation with the company about 
insurance, sickness benefits when taking leave, or resigning,” and “emotional and financial burden on family members.” In the 
correspondence analyses, the terms “anticancer drug” and “physical strength” tended to be used by those patients with metastasis or 
recurrence, while “surgery” and “progress” were used by those patients without metastasis or recurrence. Our findings suggest that 
cancer patients have diverse questions and concerns about employment, many of which may depend on their medical condition. 
 

要旨 

がん患者の生存率の向上に伴い，がん患者の就労支援が注目を集めている．そこで近年利用数が増加しているインター

ネットの投稿型質問応答(Q＆A)サイトにおいて，がん患者の就労に関する情報ニーズを探索するため，質問内容の計量

テキスト分析を行った．2016年 4月から 2019年 3月に「Yahoo!知恵袋」に投稿された質問から，がん患者が就労者で

あると考えられる質問を 150件抽出した．最頻出語は「手術」で，その他に「入院」「抗がん剤」などの治療に関する

語，「会社」「復帰」などの就労に関する語が頻出した．共起ネットワークにより【手術に伴う入院通院期間】【抗がん剤

の副作用や再発の可能性に関する体力や気持ちの変化】【職場での病気に関するコミュニケーション】【休職や退職に伴

う保険や傷病手当と会社とのやり取り】【家族にかかる精神的・経済的な負担】のグループが描出された．がん患者の遠

隔転移・再発の有無による対応分析では，転移・再発ありでは「抗がん剤」「体力」などの語，なしでは「手術」「経

過」などの語が用いられる傾向があった．Q＆Aサイトを用いた,がん患者の就労に関する計量テキスト分析は，就労が

ん患者の多様な情報ニーズの理解に有用であった． 
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1. 序文 
がん患者の生存率の向上に伴い，がん患者の抱える精

神的・社会的な問題に焦点をあてる“がんサバイバーシ

ップ”という考え方が近年注目されている 1)．その社会

的な問題の中でも特に，がん患者の就労は重要なテーマ

であり，2016 年に改正されたがん対策基本法にも盛り込

まれた 2)． 
がん患者が問題に対処するために求める情報は，がん

患者の情報ニーズといわれる 3）．がん患者の就労に関す

る情報ニーズや情報を求める背景にある動機や問題につ
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いては，これまで様々な検討が行われてきた．医療者に

よるアンケート調査やインタビューにより，がん患者は

就労に際して，自分の体調や精神的・経済的な問題だけ

でなく，治療や就労に対する家族との意向の相違，医療

者の治療に関する説明や就労への配慮不足，職場関係者

の病気に対する理解不足などの問題を抱えており，それ

らにまつわる多岐にわたる情報ニーズが存在することが

指摘されている 4, 5)．また情報ニーズは患者背景により変

化する．若年者において復職希望が強いことが示され，

症状や現在の治療の有無で情報ニーズが変化することが

指摘されている 6)．さらに職場における調査では，復職

可否の判断や業務内容の調整などの情報ニーズが明らか

になっている 7)．しかし同時に，医療現場で仕事に関す

る相談がしにくいと感じる患者がいることも指摘されて

おり 4, 5)，医療現場での情報収集だけではがん患者の就労

に関する情報ニーズを十分把握できない可能性がある． 
情報ニーズやその背景にある問題の把握という点にお

いて，近年インターネットにおける投稿型質問応答(Q＆

A)サイトの医療・保険分野への活用が期待されている 8)．

Q＆A サイトでは，ユーザーが興味のあるトピックに質

問を投稿し，他のユーザーから回答を得，コミュニティ

で相互に交流することが可能である．これらの情報を利

用しインターネットユーザーが様々な情報収集を行う一

方で，投稿された質問内容に関して分析し，質問ユーザ

ーの情報ニーズを抽出する研究も近年多数報告されてい

る 9-11)． 
そこで本研究は， Q＆A サイトにおけるがん患者の就

労に関する質問内容の概要を明らかにし，情報ニーズや

その背景にある問題の抽出とその特徴に関して検討する

ことで，医療現場における就労がん患者の理解と支援に

資することを目的とした． 
 
2. 方法 
2.1 解析対象となる質問の抽出 

2016 年 4 月から 2019 年 3 月に「Yahoo!知恵袋」に投

稿された質問から，ランダムサンプリング(10%)されたデ

ータセットを用いた．解析対象は，がん患者が就労者も

しくは失業者と考えられる質問とし，質問の抽出は以下

のように 3 段階で行った(図 1)． 
①質問のカテゴリの限定：「Yahoo!知恵袋」には 18 のカ

テゴリがあり，その中から対象となる質問を含みうるカ

テゴリとして，5 つのカテゴリ(「健康，病気，病院」「職

業とキャリア」「生き方と恋愛，人間関係の悩み」「ビジ

ネス，経済とお金」「暮らしと生活ガイド」)に限定した． 
②抽出語による抽出：類義語辞典を用いてがん(癌)に関

する抽出語と就労に関する抽出語を設定し，質問文にど

ちらの抽出語も含むような質問を抽出した．抽出には統

                                                           
* 就労者(就業者)は従業者と休業者からなる．従業者は

収入を伴う仕事を少しでもしている者である．休業者は

仕事を持っていながら病気や休暇などのため仕事をして

いない者のうち，仕事を休んでいても給料・賃金の支払

を受けている又は受けることになっている被雇用者，自

計ソフト R を用いた． 
がんに関する抽出語：「がん」「癌」「ガン」「悪性」「腫瘍」

「白血病」「リンパ腫」「骨髄腫」「肉腫」「中皮腫」 
就労に関する抽出語：「仕事」「しごと」「ワーク」「就」

「労」「職」「業」「勤」「つとめ」「働」「はたら」「務」「雇」

「休」「辞」「クビ」「くび」「解任」「解職」「両立」「復帰」

「会社」「自営」「商売」「社員」「フルタイム」「派遣」「パ

ート」「バイト」「フリーランス」「収入」「給与」「給料」

「所得」「稼」 
③質問文確認：質問文を確認し，がん患者が就労者もし

くは失業者と考えられる質問を抽出した．就労者と失業

者の定義は国勢調査の定義 *を参考にした 12)． 
 
2.2 質問の分類 
抽出された質問本文を確認し，以下のように質問の分

類を行った． 
①がん患者との関係：がん患者本人，家族，職場関係者，

知人 
②がんの再発・遠隔転移：あり，なし 
③がん種 
 
2.3 質問文の分析 
分析には，質問文のデータ探索を客観的に行い，結果

を可視化できる計量テキスト分析を行い 13)，フリーソフ

トウェア，KH Coder（https://khcoder.net/）を利用した． 
まず，特徴的な抽出語(「抗がん剤」「抗癌剤」など)の強

制抽出と，中心的な語(「仕事」「がん」など)，一般的な

語(「思う」「言う」など)，質問投稿の際の定型表現(「お

願い」「教える」)の除外を行った．次に，頻出語の記述を

行った．記述する語の品詞は名詞，動詞，形容動詞，形

容詞，副詞とした．頻出語をその語を含む質問件数の多

い順に上位 100 語を記述した． 
共起ネットワーク(出現パターンの似通った頻出語を

結んだネットワーク図)を用いて頻出語の関係を描出し

サブグループを抽出した．出現回数 15 回以上の名詞を用

いて上位 60 位までの共起関係を描出した．抽出したサブ

グループごとに，グループに含まれる頻出語の前後の文

章および質問内容を確認しながら，各グループにタイト

ルを付け，そのグループで抽出されたがん患者の就労に

関する情報ニーズおよびその背景にある問題や動機を要

約した．最後に，前述した質問の分類を用いて対応分析

(語の出現傾向を散布図で可視化する分析)を行った 14)．

がん患者との関係，がん患者の再発・遠隔転移の質問の

分類を用いて，それぞれの分類における抽出語の出現傾

向の差異を描出した．出現回数 15 回以上の名詞，動詞を

用いて分析し，差異が顕著な上位 35 位までの語を散布図

に配置し可視化した． 

分の経営する事業を持ったままで，その仕事を休み始め

てから 30 日にならない自営業者である．失業者は仕事

についておらず，仕事があればすぐつくことができる者

で，仕事を探す活動をしている者である． 
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2.4 倫理的配慮 

本研究は，ヤフー株式会社が国立情報学研究所に提供

した「Yahoo!知恵袋データ（第 3 版）」を利用した．この

データは Yahoo! JAPAN により匿名化されており，研究

者はデータから投稿者が誰であるか知ることはできない．

また「Yahoo!知恵袋」の利用者に対しては，投稿に関す

る情報を大学等の研究機関に提供することが説明されて

いる．以上より本研究では倫理審査は不要であると判断

した． 
 
3. 結果 
3.1 抽出結果 

対象質問抽出までの流れを図 1 に示す．263 万件のデ

ータから，「Yahoo 知恵袋」内のカテゴリ(「健康，病気，

病院」「職業とキャリア」「生き方と恋愛，人間関係の悩

み」「ビジネス，経済とお金」「暮らしと生活ガイド」)の
限定で 52 万件，次に統計ソフト R を使い類義語辞典を

用いて設定したがんと就労に関する抽出語による抽出で

対象データは 2105 件となった．この量的なテキストマイ

ニング後，筆頭著者が 2105 件の各本文の内容を目視で確

認したところ，がんに関係しない質問（例：「がん」ばっ

て「働」く），がんと診断されていない状況での質問（例：

「がん」健診で「仕事」を休む），がん患者に関係するが

就労者あるいは失業者と分からない質問 (例：「がん」と

診断された際の，保険「会社」への連絡) が多く含まれて

いた．それらを削除した結果，がん患者が就労者もしく

は失業者と考えられる質問は 150 件抽出され，本研究の

分析対象とした． 
 
3.2 質問の背景 
質問者ごとの質問件数は，がん患者本人 99 件，家族 40

件，職場関係者 8 件，知人 3 件であった．再発・遠隔転

移による分類では，あり 22 件，なし 82 件，不明 46 件で

あった．がん種による分類では，乳がん 24 件，子宮がん

19 件，血液腫瘍・リンパ腫 11 件，大腸がん 8 件，肺が

ん 7 件，膵臓がん 7 件，その他 38 件，不明 36 件であっ

た． 
 

3.3 質問に用いられた頻出語 
上位 30 語の頻出語の結果を表 1 に示す．最も多く用

いられたのが，「手術」で 71 件であった．その他には「ス

テージ」「入院」「抗がん剤」など病気や診断治療に関す

る語，「会社」「復帰」などの就労に関する語が頻出した． 
 

3.4 頻出語の共起関係 
共起ネットワークの結果を図 1 に示す．各頻出語の共

起関係により，5 つの大きなサブグループ；①「手術」，

「入院」などの語を含むグループ，②「抗がん剤」，「再

発」などの語を含むグループ，③「職場」，「上司」など

の語を含むグループ，④「保険」，「退職」などの語を含

むグループ，⑤「家族」などの語を含むグループ，が抽

出された． 
 

3.5 共起ネットワークによるグループごとの質問内容 
①【手術に伴う入院・通院期間】グループ 
このグループには，「手術」，「入院」，「病院」，「通院」，

「期間」などの頻出語が含まれた．特徴的な質問を以下

に記載する． 
「摘出手術を行うということで，入院の期間や，手術

のことを教えてほしいです．」,「今週手術をするんです

が，手術した後，体調悪くて通院とかありますかねぇ…

と言うのも，仕事のシフト..(略)」 
以上のような元データ内の頻出語の前後の文章と質問

内容の確認をしたあと，グループタイトルを【手術に伴

う入院・通院期間】とした． 
就労がん患者は手術に際して，入院や通院期間の予定

やその後の就労への影響に関する，詳細な情報を求めて

いる状況が確認された． 
②【抗がん剤の副作用や再発の可能性に関する体力や気

持ちの変化】グループ 
このグループには，「抗がん剤」，「再発」，「副作用」，

「体力」，「気持ち」などの頻出語が含まれた．以下に特

徴的な質問を記載する． 
「抗がん剤治療をする可能性が高いと思います．私は

20 代後半で美容の仕事をしています．髪の毛が抜けるの

がとても嫌です．」，「体力に自信も持て無くなりました．

仕事に戻りたい気持ちはあるのですが，あまり無理して

また，再発したらどうしようなどと考えてしまいます．」 
以上のような元データ内の頻出語の前後の文章と質問

内容の確認をしたあと，グループタイトルを，【抗がん剤

の副作用や再発の可能性に関する体力や気持ちの変化】

とした． 
就労がん患者は，抗がん剤や再発に懸念や不安をいだ

いており，それらによる肉体的・精神的な影響と就労と

結び付けて考えていることが確認された． 
③【職場での病気に関するコミュニケーション】グルー

プ 
このグループには，「職場」，「上司」，「予定」などの頻

出語が含まれた．以下に特徴的な質問を記載する． 
「職場には男性ばかり…しかも，職人ばかりですので，

病状を話して理解してもらえるとは思えないのです．」, 
「手術の翌日に上司から電話がありました．手術終わっ

た？退院いつ？じゃあ次の日から出てね．という内容で

す．」 
以上のような元データ内の頻出語の前後の文章と質問

内容の確認をしたあと，グループタイトルを【職場での

病気に関するコミュニケーション】とした． 
就労がん患者は，職場復帰に際して職場での病気に関

するコミュニケーションの障壁があり，なかでも上司の

理解が重要であることが確認された． 
④【休職や退職に伴う保険や傷病手当と会社とのやり取

り】グループ 
このグループには，「保険」，「退職」，「会社」，「申請」，
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「手当」などの頻出語が含まれていた．特徴的な質問を

以下に記載する． 
「正直もう仕事復帰はムリ，あと一年ももたない状況

になりました．傷病手当を受けています．会社は退職し

ておらず，月々の保険料だけは支払っているみたいで

す．」，「2 年前に癌になり仕事を辞めました．辞めて一ヶ

月後に失業保険支給の延長申請をしました．」 
以上のような元データ内の頻出語の前後の文章と質問

内容の確認をしたあと，グループタイトルを【休職や退

職に伴う保険や傷病手当と会社とのやり取り】とした． 
就労がん患者は，がんの診断や治療により就労状況の

変化を経験し，それに伴って保険や傷病手当など様々な

手続きの必要性を認識していることが確認された． 
⑤【家族にかかる精神的・経済的な負担】グループ 
このグループには，様々な頻出語が含まれ，以下が特

徴的な質問である． 
「嫁娘息子がおり，自営業です．当方 30 歳です．妻は

パートです．治療に 9 ヶ月かかりその間収入がなくなり

ます．家族が路頭にまよってしまうのは間違いありませ

ん．」，「元気だった義父が倒れたことと，義父の会社が突

然ストップしてしまったことで，家族はパニックになり

ました．」 
以上のような元データ内の頻出語の前後の文章と質問

内容の確認をしたあと，グループタイトルを【家族にか

かる精神的・経済的な負担】とした． 
がんの診断治療は就労がん患者本人だけでなく，家族

にも精神的経済的な負担を与えていることが確認された． 
 

3.6 対応分析を用いたがん患者との関係による頻出語の

出現傾向 
次に質問者のがん患者との関係（がん患者本人，家族，

知人・職場関係）を外部変数に設定した頻出語の出現傾

向を可視化した対応分析を行った（図 3）．その結果，が

ん患者本人は，「副作用」，「痛み」などの治療や症状に関

する語を用いており，それらの語を含む質問文では以下

のように，治療や症状に関してより具体的な記述を行っ

たり，情報を求めたりしていた． 
「経過観察に入って仕事復帰を果たしたのですが先週半

ば位から右鎖骨に痛みを感じ，主治医の先生に言ったと

ころ明後日 CT を撮ることになりました．元々念の為と

いう事で抗がん剤治療をしたのに，こんなに早く転移す

るのでしょうか？」,「抗がん剤治療と放射線治療でお願

いしたいと思っているのですが，副作用含めリアルな回

答が欲しくこちらに相談しました」 
次に家族は，「お金」，「介護」などの語を用いて，生活

に関わる複雑な事情に関して投稿していた． 
「お金がないので私や親が時々援助している事．それに

も限界がある．お金のかかる民間療法を希望しており抗

がん剤はやらないの一点張り．」, 「末期がんの診断であ

れば介護保険の対象となると言う話をしましたところ，

父から「そんなに親に死んで欲しいのか！！」と..(略)」 
最後に職場関係者や知人は，「復帰」，「話す」などの語

を用いて，復帰後の会話に関する投稿していた． 
「職場の女性が子宮頸がんで子宮を全摘出の手術をしま

した．来週に職場に復帰してきます．上司としてこの件

に触れることもあります．会話をするにあたり何を注意

すればよいですか？」,「同じ職場の女性に乳がんが発見

されました．(中略) どうでもいい話なら聞き流せばいい

けど，癌とか病気の話だとそうもいかないです．」 
上記の結果は，がん患者との関係性（「家族」あるいは「職

場関係・知人」）が投稿内容の違いに反映されていること

を示唆していた． 
 
3.7 対応分析を用いた再発・遠隔転移の有無による頻出

語の出現傾向 
次に再発・遠隔転移の有無を外部変数にした頻出語の

出現傾向を可視化した対応分析の結果を図 4 に示す．「再

発・遠隔転移あり」では，「抗がん剤」や「体力」などの

語が用いられていた． 
「このままじゃ抗がん剤治療に耐えれないと思い，初

めての経験で，何から始めれば良いのか悩んでます．」, 
「体力作りをしたりなどしていますが…急に悪くなった

り…これからやはりどんどん体力は無くなるのでしょう

か？」 
上記のように，「再発・遠隔転移あり」では治療のつら

さや体力低下への心配に関する投稿が確認された． 
一方で「再発・遠隔転移なし」では，「手術」や「経過」

などの語が用いられていた． 
「手術が出来るレベルなら，普通に仕事や生活出来る

ように戻れますか？」, 「術後の経過は順調なのですが，

退院後どのくらいで仕事復帰できるでしょう？」 
上記のように，「再発・遠隔転移なし」グループでは，

治療後の社会復帰を見据えた投稿が散見された． 
 
4. 考察 
本研究では Q&A サイトの質問内容に対して計量テキ

スト分析を行い，がん患者の就労に関する様々な情報ニ

ーズおよび情報ニーズの背景にある動機や問題を抽出し

た．まず共起ネットワークによってその全体像を把握し

た後，対応分析によって立場や病状による投稿内容の相

違の可視化を行った． 
先行研究ではがん患者の就労に関する問題点は，経済

的な困難，会社側の制度・対応の問題，職場関係者との

コミュニケーションの問題，家族との関係，医療側の制

度・対応の問題，本人への心理面への影響など多岐にわ

たることが指摘されている 4)．共起ネットワークによる

がん患者の就労に関する情報ニーズの全体像は，本研究

も先行研究と大きな相違がなく，Q&A サイトの投稿内容

を用いた分析でもニーズを抽出することが可能であるこ

とが確認された．加えて，本研究では Q&A サイトへの

投稿をデータとして用いており，先行研究のように研究

のためにとられたデータではない点に特長がある．論文

内でも引用したように，元データには投稿者の当時の問

題状況や投稿動機が詳細に，かつ不安や懸念などと併せ
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て記述されているものが多く含まれている．これらと共

起ネットワークとを合わせて解釈することにより，がん

患者の就労に関する情報ニーズについて，計量的な全体

像の把握にとどまらず，個別的かつ具体的な問題点にも

触れることができ，より良い理解に寄与するものと考え

られた． 
もう一つの特長は，がん患者との関係，病状や治療の

違いによって情報ニーズに一定の傾向があることが，対

応分析によって可視化された点である．がん患者の家族

はがん患者との生活を想定し「お金」「介護」に関して，

職場関係者は「復帰」後のコミュニケーションに関して

情報を求める傾向があった．「遠隔転移・再発のある」就

労がん患者は，自身の「体力」を心配しており，「遠隔転

移・再発のない」就労がん患者は，治療の「経過」や「予

定」を知りたいと考えていることも明らかとなった． 
これまで患者・家族や職場向けに各種就労支援マニュ

アルが作成されていることから，がん患者との関係によ

り情報ニーズが異なっていることは潜在的に認識されて

いるものの，その違いに焦点をあてた先行研究は少なか

った．本研究は患者，家族，職場関係者の情報ニーズの

主な違いを可視化することで，それぞれの立場をサポー

トする就労支援者にとって，より良い理解に寄与するも

のと考えられる．さらに病状の違いにより情報ニーズが

異なっていることに関しては，病院でのがん患者の就労

支援事案を検討した先行研究において症状の有無や現在

治療を受けているかどうかなどの背景因子が情報ニーズ

に影響を与えていることが報告されている 6)．先行研究

を踏まえて，本研究においては再発・転移状況によって

も情報ニーズが大きく変わることが示唆された． 
最後に，抽出語の中で「手術」が最頻出であったこと

は特筆すべき点である．これまでがん患者の就労に関す

る研究では，手術より抗がん剤や放射線などの治療が就

労継続阻害のより強いリスクとされていること 15)，がん

相談支援部門や外来化学療法部からの研究が多く 16)手術

に焦点をあてにくい環境であることなどから，手術はが

ん患者の就労に関する検討においてあまり強調されてこ

なかった．一方でがん患者が健康関連の問題を Q＆A サ

イトに投稿する主な動機として，知識ギャップ，社会的

リソースの不足，不安な気持ちが挙げられている 8)が，

これに関して本研究で「手術」が頻出した理由を考察す

ると，手術は他の治療法と比較し治療初期に受ける場合

が多く医療知識に大きなギャップがある時期であること，

周術期において就労に関する情報提供が不足しているこ

と，手術自体に不安が伴うこと，手術というがん治療の

節目に際しその後の就労や生活に関する不安が高まるこ

となどが考えられる． 
また「手術」という語は共起ネットワークにおいて「入

院」「通院」「期間」といった語と関連が見られ，周術期

の治療予定に関して就労を意識した医学的な情報提供が

望まれていることが示唆された．しかし，就労を意識し

た情報提供の根拠となる，診断・治療後の就労割合や復

職時期などのエビデンスが不足していることが指摘され

ており 16) 今後の課題の一つである．がん患者の就労に

関する情報ニーズやその背景にある問題を理解し，求め

られる情報をエビデンスに基づいて提供し，患者中心の

コミュニケーションを果たすことが，医療者が臨床現場

でできる就労支援の形であると考える．本研究結果を踏

まえて，今後は Q＆A サイトの質問内容の計量テキスト

分析を引き続き行うことで，働き方改革や Covid-19 の蔓

延により大きな影響を受ける可能性があるがん患者就労

に関する情報ニーズについて客観性を保ちながら経時的

に検討できると考えている． 
本研究には以下の限界がある．第１に，詳細な患者情

報が分からないことが挙げられる．情報ニーズには様々

な背景要因が影響しているが，臨床的な要因としてがん

種やステージが分からない質問が散見され，さらに病状

の認識や医学表現に誤りが含まれている可能性もある．

社会的な要因に関しても職種や家族構成など，ほとんど

の質問において詳細に把握することは困難であった．第

2 に，Q＆A サイトの投稿に特徴がある可能性がある．一

定の思考パターンや健康情報の探索行動をとる人の投稿

に偏る可能性は払しょくできない．また投稿内容が個人

の経験を聞くような質問に偏っている可能性も十分考え

られる．一方で，病院で相談することをためらう人によ

る投稿，対面では話しにくい内容や思いを綴った投稿が

ある可能性もある．この点に関しては健康情報探索行動

の検討など 17)，今後もより詳細な検討を行うことが必要

であると考えている． 
 
5. 結語 
本研究では Q＆A サイトに投稿された質問の内容につ

いて計量テキスト分析を行い，がん患者の就労に関する

情報ニーズを探索した．がん患者の就労に関する質問内

容は多岐にわたっており，質問者の立場や病状によって

その情報ニーズに一定の傾向があった．がん周術期の予

定に関する質問が多く見られ，医療現場で就労を意識し

たより積極的な情報提供が望まれていることが示唆され

た． 
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図表 
表 1. 頻出語上位 30 語 
抽出語 質問数 抽出語 質問数 抽出語 質問数 

手術 71 聞く 33 行く 27 

治療 61 働く 32 質問 27 

受ける 42 良い 32 状態 27 

会社 39 抗がん剤 30 ステージ 26 

病院 38 歳 29 腫瘍 25 

自分 37 生活 29 出来る 25 

入院 36 復帰 29 人 25 

検査 35 月 28 子宮 24 

出る 33 転移 28 病気 24 

診断 33 不安 28 悪い 23 
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図 1. 対象質問抽出までの流れ 
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図 2. 共起ネットワーク 
共起ネットワークでは，円の大きさは頻出語の出現数の多さを表し，出現パターンの似通った語がネットワーク図線で描

出されるが，円の位置や円同士の距離に意味はない． 
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図 3. 対応分析：がん患者との関係ごとの頻出語の出現傾向 
対応分析では，正方形が外部変数(がん患者との関係)，円は頻出語を表し，大きさはそれぞれの出現数を表す．出現傾向

の似通った変数や語が原点からみて同じ方向に描出され，原点から遠くなるほど特徴的になる．座標軸，またその数値は，

原点と外部変数，頻出語を同一平面上に描画するためにできた副産物であり，分析上の意味は乏しい 14)． 
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図 4. 対応分析：再発・遠隔転移のあり・なしによる頻出語の出現傾向 
対応分析では，正方形が外部変数(再発・遠隔転移のあり・なし)，円は頻出語を表し，大きさはそれぞれの出現数を表す．

出現傾向の似通った変数や語が原点からみて同じ方向に描出され，原点から遠くなるほど特徴的になる．座標軸，またそ

の数値は，原点と外部変数，頻出語を同一平面上に描画するためにできた副産物であり，分析上の意味は乏しい 14)． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


